
事業の計画・内容

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円）

合計（A+B)
③財源内訳 特定財源
（千円）

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

正規職員     （人）

社会福祉一般事務経費福永　保 細々目

H18 H19

150,000 0

0595-45-9105連絡先
101
01

細目
社会福祉総務費

会計
款

単位

01
項
目

H19（目標）H17

名            称コード

01

01
03

一般会計
民生費
社会福祉費

コード 名               称

3 高齢者などを地域や集落で支える環境をつくる。

A

総合評価

社会を明るい住みよい街にするため、継続的な活動が必要である。

％
100

目標

H18（目標）指標設定の考え方

広報パトロール、清掃作業、愛の資金募金活動を通して、青少年
非行防止に努める

100

更生保護女性の会実績報告書及び決
算書

円
150,000

目標

社会を明るくする活動に係る行事内容

事業内容、収支決算内容にて精査する

100

更生保護女性の会補助金 円

100

愛の資金募金額 円 255,758 260,000 260,000

H17
単位

0

活動指標

社会を明るくする運動行事達成度 ％ 100

4

4

4

評
価

有効性

達成度

効率性

4必要性

作成者氏名

事
業
の
目
的

本
年
度
事
業
内
容

対象等（何を、誰を）

16

H19（予算）H17 H18（予算）

年度

事業の目的の成果を測る指標

183

150

720

1,188

468

更生保護女性の会については活動補助金の交付を行なっていたが、平成18年度より、本課にて一本化となった。又、保護司会を中心に愛の資
金募金活動を行ない、広報パレードを実施し、青少年犯罪防止に努める。

終了年度開始年度 平成 年度

ソフト事業

・　社会を明るくする運動等実施の更生保護女性の会会員、保護司
会への　　　　　助成。

事業名

基本施策

252

伊賀市　事務事業評価シート

・青少年非行防止、犯罪予防、又更生保護女性の会の清掃作業等を通し
て、地域を明るく住みよい街づくりに努める。

成果（どうなるのか）

社会福祉一般事務経費

担当部課名 社会福祉一般事務経費伊賀支所　健康福祉課

720 0

0.1 0.1

根拠法令・要綱等平成

50 0

770 0

770

0
需用費
役務費
補助金
その他

1,188

50
135

更生保護女性の会については補助金交付は本課一本となったが、社会を明るくする運動広報活動については、伊賀市全体として考えることも必要
かと思われる。補助金を本課で交付する作業が、一本化ではないと思われる。

実績値 目標値

100

0

国県支出金
地方債
受益者負担
その他特財


